


こやまさん と かとうさん

こやまさんと かとうさんは だいのなかよしです。

 

あるひ かとうさんが いいました。

 

ねぇこやまさん わたし うみへ いってみたいわ。

 

こやまさんは いいました。

 

かとうさん うみを みたことないの？

 

かとうさんは だまってしまいました。

 

こやまさんは こまってしまいました。

 

いいわ じゃあ いきましょう。

 

こやまさんは かとうさんに いいました。



うみ

ふたりが うみに ついたころには

 

あたりは まっくらに なっていました。

 

うみが よくみえない。

 

かとうさんは ぽつりと いいました。

 

こやまさんは かとうさんを みました。

 

かとうさんの かおは すこし おうどいろに みえました。

 

こやまさんは いやな よかんが しました。

 

そのまま こやまさんは みなかったことに しました。



くちぶえ

ふたりが うみに ついたころには

 

あたりは まっくらに なっていました。

 

うみが よくみえない。

 

かとうさんは ぽつりと いいました。

 

こやまさんは かとうさんを みました。

 

かとうさんの かおは すこし おうどいろに みえました。

 

こやまさんは いやな よかんが しました。

 

そのまま こやまさんは みなかったことに しました。



びん

かとうさんが ゆびさしたさきを こやまさんは みました。

 

すると うみの むこうから ちいさな びんが ながれてきました。

 

かとうさんは むごんで たちあがりました。

 

そして うみに じゃぶじゃぶと はいっていきました。

 

こやまさんは おどろいて ただぼうっと みていました。

 

ずぶぬれに なった かとうさんの てには

 

ちいさな びんが にぎりしめられて いました。

 

こやまさんは すこし こわくなりました。

 

なぜなら かとうさんの かおが またすこし おうどいろに なっていたからでした。



なかみ

こやまさんは ききました。

 

かとうさん そのびんには なにが はいっているの？

 

かとうさんは いいました。

 

こやまさん このこと だれにも いっちゃあだめよ。

 

かとうさんは びんを そうっと こやまさんに わたしました。

 

こやまさんは おどろきのあまり こえが でませんでした。

 

その びんのなかには ちいさなこびとが はいっていたのです。

 

こびとは たすけてくれと いわんばかりに

 

うちがわから びんを どんどんと たたいて いました。

 

かとうさんは はまべから それが みえていたのです。

 

こやまさんは かとうさんの しりょくにも おどろきました。

 

ひとまず ふたりは こびとを びんのまま いえに もってかえりました。

 



だんろに あたった かとうさんの かおいろは もとに もどっていました。

 

そうです さむさのあまりに かとうさんの かおは おうどいろに なっていたのでした。



こびと

かとうさんは そうっと びんから こびとを だしました。

 

こやまさんは だまって それを みていました。

 

びんからでた こびとは ふかぶかと おじぎを しました。

 

そうしたら すぐに また おおきなこえで どなりました。

 

こやまさんは いいました。

 

さむいのかしら？

 

かとうさんは いいました。

 

そうね おふろに いれて あげなくっちゃ。

 

そういって かとうさんは やかんで おゆを わかしました。

 

こびとも あんしん したのか ぼうぜんと そのようすを みていました。

 

かとうさんが あつあつの おゆを こっぷに いれて もってきて

 

こびとを そうっと つかみました。

 



すると こびとは また あばれ だしました。

 

かとうさんは びっくりして いきおいよく こびとを ねっとうに いれて しまいました。

 

みるみる うちに こびとは あかく なっていき しずんで いきました。

 

そうです そこの ふかい こっぷ だったのです。



ちょうり

こやまさんは いそいで こびとを こっぷから だしました。

 

くたっ とした こびとは きを うしなって いるようでした。

 

かとうさんの かおを みて こやまさんは おどろきました。

 

おうどいろに なって いたのです。

 

こやまさんは いいました。

 

かとうさん じんこうこきゅうよ。

 

かとうさんは こびとを みつめたまま なにも いいません。

 

こやまさんは いいました。

 

かとうさん？

 

かとうさんは なにも いわずに だいどころに いきました。

 

もどってきた かとうさんの てには こしょうが もたれて いました。

 

なにを おもったのか その こしょうを めいいっぱい こびとに ふりかけました。



くしゃみ

それから しばらくして こしょうまみれに なった こびとを ふたりは じっと みていました。

 

くしゅん。

 

かとうさんが くしゃみを しました。

 

くしゅん。

 

こやまさんも くしゃみを しました。

 

きづけば いつのまにか だんろのひは きえて いました。

 

そうです さむさで また かとうさんの かおは おうどいろ だったのです。

 

くしゅん。

 

それは こびとの くしゃみでした。

 

ふたりは いそいで こびとの ほうを みました。

 

めを さました こびとが ふたりと めが あうや いなや きょうふの かおを しました。

 

こわがらせては いけないと おもった ふたりは にこにこと わらいながら こびとを みました。

 



こびとは こえも ださずに いちもくさんに はしり だしました。

 

あ。

 

かとうさんは いいました。

 

すると つくえの はしっこから こびとが おっこちて しまいました。

 

そのあと ふたりの めに うつったのは ぺしゃんこに なった こびとの すがたでした。

 

かとうさんは おいおいと なきだしました。

 

ひととおり なきおえた かとうさんが こやまさんを みると

 

こやまさんは のねずみの まるやきを たべて いました。

 

かとうさんが じっと それを みていると こやまさんは ひとくち くれました。

 

かとうさんは だまって それを たべました。



いのり

それから ふたりは こびとを つちに うめました。

 

そうして こびとの ためと さきほど たべた のねずみの ために いのりを ささげました。

 

ふたりは なかよく いえに もどって だんろで あたたまり ました。

 

こびとが はいっていた びんには にわで つんだ おはなを さして おきました。

 

かとうさんは いいました。

 

かわいい こびとさん だったね こやまさん。

 

こやまさんは いいました。

 

そうね かとうさん。


